
 

ｽﾛｰｶﾞﾝ  さわやかなあいさつ 文武両道 光る汗！   

～ い と ～              野木町立野木中学校 学校だより 

         令和７年度 1２月②号  文責：校長 星 育夫 

 

今年も残すところあとわずか、充実した２学期も来週終業式となります。インフルエンザなどに気を付けながら、 

無事に終えることができればと思います。 

  野木中生への思い  ～町長とのふれあいタイム～ 

１１月２５日（火）に真瀬町長が来校し、３年生とのふれあいタイム

が実施されました。もうすぐ卒業を迎えそれぞれの道を歩む３年生に、

「野木町で育ったこと野木中で学んだことを誇りに、自分の好きなこ

とを見つけて歩んでいってほしい。」と熱いメッセージが送られました。

また「どんな絵を描いているか」「なぜ町長になろうと思ったのか」

「若さを保つ秘訣」「好きなテレビ番組」などの多くの質問にも、丁寧

に答えてくださいました。町長さんの野木町や野木町の子どもたちへ

の愛を感じられる素敵な時間でした。 

  よりよい町づくり ～野木町議会傍聴～ 

１２月１日（月）に３年生はクラスごとに１２月野木町議会（一般質

問）を見学しました。社会科の公民分野で行政や議会制については

学んでいますが、本物の議会を傍聴するのは初めての経験で、生徒

は議員から出された質問や意見、それに対する町長や行政職員の

答弁、さらに町をよりよくするための議論を生で見ることができまし

た。事後の生徒の感想には、「町をよくするためのいろんな提案や方

策が興味深かった」「自分も野木町のためにできることを考えてい

きたい」などの意見が多く見られました。質問が自分たちに関係する

ことが多かったり、前校長である永井教育長が答弁を行ったりで、生徒は議会をより身近に感じたようでした。 

 身近な人権問題について学ぶ  ～人権週間・人権講演会～ 

１２月３日（水）の５時間目、野木町人権擁護委員の皆さんをお

招きし、人権講話が開かれました。 

今回取り上げていただいた人権問題は、「デート DV」です。恋人

同士の間でおこる、相手を支配・コントロールしようとする暴力全般

をデート DV と言いますが、それが起こる原因やその種類（身体的

暴力・精神的暴力・経済的搾取・性的暴力）、具体的な事例などに

ついて、人権擁護委員の佐藤さんの講話や映像資料などから学び

ました。「自分はこんなに思っているから」」「自分は特別な存在だ

から」という思い込みや決めつけ、相手の体や気持ちを無視した身

勝手な言動が、相手の体や心を深く傷つける人権侵害につながるということを学ぶ機会となりました。 



  心に森を育てよう  ～校内読書週間～ 

今年の全国的な読書週間は 10 月２７日～１１月９日でしたが、本校では大きな行事がない時期に落ち着い

て読書に親しもうというねらいで、12 月８日（月）～１９日（金）までの２週間を読書週間としました。期間中は

「図書委員＆先生の“おすすめの本”」の紹介や「標語」の募集、「冬休み特別貸し出し」「特製しおり」のプレゼ

ント「多読者ベスト１０」の発表など、図書委員会が中心となり全校生の読書活動を活発にするための取り組み

を展開しています。昼休みの図書室では、互いの読んだ本を薦めあったり、同じ本の内容について熱く語り合っ

たりする姿が多く見られました。読書好きな野木中生が沢山いることをとても嬉しく思いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  野木中の未来を託す  ～令和８年度生徒会役員立会演説・選挙～ 

１２月１２日（金）に令和８年度の生徒

会役員を選出するための選挙（立会演説

会及び投票）が行われました。生徒たちは

演説会で、会長、副会長候補者の抱負や

公約に熱心に耳を傾けた後、これからの

野木中を託す大切な一票を投じました。

記載台と投票箱は、町からお借りした本

物を使いました。３年生は議会傍聴で質問のあった「主権者教育」を実感できたと思います。 

 校長からのメッセージ ～  ～「人権講話」のあいさつで生徒にこんなお話をしました～  

「人権って何？」と聞かれて皆さんは何と答えるでしょうか。人権は決して難しいことではありません。「み

んなが笑顔 だれもが笑顔」でいられるようにみんなが心がければ、人権は守られるのです。逆に言うと、

自分や一部の人だけが笑顔だったり、誰かが悲しい思い、辛い思いをしたりしている状況は、人権が侵害さ

れているということです。一部の人たちの利益や立場ばかりが主張され争いが止まない、自分の意にそぐわ

ない人やことに SNS などで誹謗・中傷をする。今の世界は、残念ながら「２１世紀は人権の世紀」と期待さ

れた姿にはなっていません。人生の半分以上が２０世紀の私は、２１世紀を担う皆さんに真の「人権の世

紀」を築いていってほしいと願っています。まずは自分の学級、部活動、この学校、家庭を振り返ってみてく

ださい。「みんなが笑顔 だれもが笑顔」と言えるでしょか？大切なのは自分や他者の「人権」が守られて

いるか、侵害されていないかに気づける「人権感覚」と、それを許さない意思をもった「行動」です。 

【1年生の部】 【２年生の部】 【３年生の部】

青木　慈雨さん  124冊 黒川ゆりかさん　  84冊 佐藤　秀斗さん　139冊

石井　杏樹さん　  93冊 及川　　穂　さん 　 ８１冊 酒井　絢信さん　102冊

渡邉　匠馬さん　  74冊 岡村　 桃花さん   ６０冊 大澤　仁奈さん　　８４冊

星野　心美さん    64冊 𠮷田 　此呂さん   ５８冊 奥平さくらさん  　５３冊

藤野　葉月さん    59冊 阿部　  凌  さん   55冊 針谷　百花さん  　５２冊

前田梨緒奈さん   53冊 中山　斗翔さん  　45冊 井岡奈那実さん   5０冊

笹田　　実 さん    51冊 上原　百桃さん  　40冊 松葉　　輝 さん  　４２冊

池田　陽馬さん  　50冊 ﾚﾌﾏﾝ ｱﾘｰﾅさん  　39冊 川原　桜空さん  　２８冊

杉山　碧唯さん  　48冊 小林　隼斗さん  　37冊 淺野　光貴さん  　２７冊

太田　雫月さん  　44冊 梶山　杏樹さん  　35冊 森田　莉生さん  　２４冊

多読者学年ベスト10 (4月～11月）


